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その他 7億5,135万円   5.0%

● 地方譲与税交付金
　　　　　　1億1,461万円
● 法人事業税交付金
　　　　　　  2,186万円
● 地方特例交付金 
　　　　　　  1,697万円
● 環境性能割交付金
　　　　　　　  930万円
● 配当割交付金　598万円

≪主な活用事業≫
・ 社会福祉事業　1億2,103万円
・ 社会保険事業　9,857万円
・ 保健衛生事業　9,389万円

■歳入総額■（町に入ってきたお金）　151億3,650万円

● 地方消費税交付金 5億3,741万円

（　　　　　　　　　 　）

≪主な活用事業≫
町湯や北月山荘等の運営事業

繰越金
8億1,691万円 5.4%

財産収入
4,887万円 0.3％

諸収入
3億2,656万円 2.2％

■歳出総額■（町が使ったお金）　　　141億2,862万円
災害復旧費

3億1,574万円
2.2％

衛生費
6億6,638万円

4.7％

商工費
4億8,844万円

3.4％

議会費
1億1,003万円

0.8％

消防費
5億1,706万円

3.6％

労働費
1,641万円

0.1％

寄附金
8億4,417万円 5.6％

使用料・手数料・分担金など
1億3,413万円 0.9％

町税
21億6,364万円

14.3％

自主財源
43億6,870万円

28.9％

依存財源
107億6,780万円

71.1％

国庫支出金
18億4,933万円

12.2％

県支出金
11億1,010万円

7.3％

町債
15億7,870万円

10.4％

地方交付税
54億7,832万円  36.2％

総務費
22億5,920万円

16.6％

民生費
32億5,035万円

22.8％

教育費
20億7,846万円

14.6％

土木費
18億2,868万円

12.9％

農林水産業費
10億111万円

7.1％

公債費
15億9,640万円

11.2％

● 町民税 9億1,958万円
● 固定資産税 9億5,470万円
● 軽自動車税 9,354万円
● 町たばこ税 1億1,750万円
● 鉱産税 631万円
● 都市計画税 6,350万円

● 入湯税  851万円

≪主な活用事業≫
過去に実施した公共下水道事業に
係る地方債償還

平成26年４月１日および令和元年10月１日より
引き上げられた消費税の使途については、
社会保障施策に要する経費へ充当しております。

その他  36万円　
　　　　0.0％

　うち引き上げ分の地方消費税交付金
　　　　　　　　　　3億1,349万円

● 災害復旧費 558万円
● 諸支出金 56万円

繰入金
3,442万円 0.2％
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令和7年度決算報告

財政ことば辞典

【 町　税 】
　町に納められた税金。使い道
によって普通税や目的税に分け
られます。

【 繰入金 】
　基金（貯金）などをくずして、
会計へ入れるお金

【 地方交付税 】
　所得税などの国に納めた税金
の中から、町の財政状況に応じ
て国からもらうお金

【 国庫支出金・県支出金 】
　決まった目的のために国や県
からもらうお金

【 町　債 】
　町の借金。大きな事業を行う
ために、国や金融機関などから
借りるお金

【 民生費 】
　子どもや高齢者、障がい者な
どを対象とした、福祉事業に使
われるお金

【 総務費 】
　庁舎など、町の全般的な事務
に使われるお金

【 教育費 】
　幼稚園や小中学校、文化活動、
スポーツ振興などに使われるお
金

【 土木費 】
　道路、公園などの維持管理や
整備に使われるお金

【 公債費 】
　借り入れた町債の返済などに
使われるお金

【 農林水産業費 】
　農林水産業の振興などに使わ
れるお金

【 衛生費 】
　健康づくり、環境対策、ごみ
処理などに使われるお金

【 消防費 】
　消防活動などに使われるお金

【 商工費 】
　商工業や観光の振興などに使
われるお金

【 議会費 】
　議会運営などに使われるお金

【 労働費 】
　雇用対策などに使われるお金

その他 7億5,135万円   5.0%

● 地方譲与税交付金
　　　　　　1億1,461万円
● 法人事業税交付金
　　　　　　  2,186万円
● 地方特例交付金 
　　　　　　  1,697万円
● 環境性能割交付金
　　　　　　　  930万円
● 配当割交付金　598万円

≪主な活用事業≫
・ 社会福祉事業　1億2,103万円
・ 社会保険事業　9,857万円
・ 保健衛生事業　9,389万円

■歳入総額■（町に入ってきたお金）　151億3,650万円

● 地方消費税交付金 5億3,741万円

（　　　　　　　　　 　）

≪主な活用事業≫
町湯や北月山荘等の運営事業

繰越金
8億1,691万円 5.4%

財産収入
4,887万円 0.3％

諸収入
3億2,656万円 2.2％

■歳出総額■（町が使ったお金）　　　141億2,862万円
災害復旧費

3億1,574万円
2.2％

衛生費
6億6,638万円

4.7％

商工費
4億8,844万円

3.4％

議会費
1億1,003万円

0.8％

消防費
5億1,706万円

3.6％

労働費
1,641万円

0.1％

寄附金
8億4,417万円 5.6％

使用料・手数料・分担金など
1億3,413万円 0.9％

町税
21億6,364万円

14.3％

自主財源
43億6,870万円

28.9％

依存財源
107億6,780万円

71.1％

国庫支出金
18億4,933万円

12.2％

県支出金
11億1,010万円

7.3％

町債
15億7,870万円

10.4％

地方交付税
54億7,832万円  36.2％

総務費
22億5,920万円

16.6％

民生費
32億5,035万円

22.8％

教育費
20億7,846万円

14.6％

土木費
18億2,868万円

12.9％

農林水産業費
10億111万円

7.1％

公債費
15億9,640万円

11.2％

● 町民税 9億1,958万円
● 固定資産税 9億5,470万円
● 軽自動車税 9,354万円
● 町たばこ税 1億1,750万円
● 鉱産税 631万円
● 都市計画税 6,350万円

● 入湯税  851万円

≪主な活用事業≫
過去に実施した公共下水道事業に
係る地方債償還

平成26年４月１日および令和元年10月１日より
引き上げられた消費税の使途については、
社会保障施策に要する経費へ充当しております。

その他  36万円　
　　　　0.0％

　うち引き上げ分の地方消費税交付金
　　　　　　　　　　3億1,349万円

● 災害復旧費 558万円
● 諸支出金 56万円

繰入金
3,442万円 0.2％
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災害復旧
農林水産業施設災害復旧　　　　　　 ･･･9,044万円
令和６年７月発生の大雨災害により被災した農地・農業用
施設および林道などの復旧工事を実施しました。

公共土木施設災害復旧　　　　　 ･･･ １億4,513万円
令和６年７月および９月発生の大雨災害により被災した道
路・河川の復旧工事を実施しました。

住宅・移住定住
老朽空家解体支援事業補助金　　　　　 ･･･492万円
老朽度の高い空家10件へ補助金を交付し、老朽危険空家
の解体を支援しました。

福祉

シニアわくわく応援チケット事業　　　 ･･･762万円
高齢者の健康保持と社会参加助長を目的に、70歳以上の
申請された方へ、協力事業所で利用できる2,500円分のチ
ケットを発行しました。

医療給付　　　　　　　　　　　 ･･･ １億3,533万円
重度心身障がい（児）者、18歳までの子ども、未熟児、
ひとり親家庭などの医療費の自己負担額の全額または一部
を助成し、医療費の負担軽減を図りました。

鳥獣被害対策
鳥獣被害防止対策　　　　　　　　　　 ･･･399万円
鳥獣の捕獲や追い払い、緊急銃猟への支援を行うとともに、
不要果樹の伐採や新規の狩猟免許所得にかかる経費につい
て補助金を交付しました。

農業・林業
新規就農者育成対策　　　　　　　　 ･･･2,375万円
新規就農者の確保、定着、育成を図るため、農業用機械・
設備の導入支援や経営に関する支援を行いました。

協働のまちづくり

まちづくり推進事業　　　　　　  ･･･2億1,581万円
地域住民主体による地域課題の解決に向けた取り組みや、
まちづくりセンターの管理運営が円滑に行われるよう支援
しました。

家計支援・消費喚起
生活応援　笑顔もりもり券発行　  ･･･1億9,919万円
町内事業者で利用できる商品券（1人あたり18,000円
分）を全町民に配布しました。
※令和８年６月までの事業のうち、令和７年度中の支出額

教育・社会教育

休日の部活動の段階的な地域移行　　　 ･･･617万円
中学校地域クラブ応援交付金を交付するなど、中学校部活
（文化部・運動部）の地域移行推進を図りました。

中学生海外研修　　　　　　　　　　　 ･･･450万円
町内の中学生6人が友好都市ホノルル市を訪問し、現地学
生との交流やホームステイなどを行い、国際的な視野をも
って活躍できる人材育成に努めました。

保健・医療

予防接種　　　　　　　　　　　　　 ･･･4,703万円
町民の健康保持を図るため、従来の予防接種種別に帯

たいじょうほう
状疱

疹
しん
の予防接種を追加して実施しました。

令和７年度に行った主な事業
子育て支援

お子様への誕生祝金　　　　　　　　　 ･･･370万円
次代を担うお子様の誕生祝いと成長を願い、新生児1人あ
たり5万円の祝金を贈呈しました。（年度計：74人）

妊婦のための支援給付・包括相談支援 ･･･1,219万円
妊娠された方および胎児の数に応じて給付金を支給しまし
た。また、妊娠届け出時や妊娠後期に面談を実施し、安心
して出産・子育てができるよう支援しました。

国際交流
ホノルル市との交流　　　　　　　　　 ･･･348万円
令和7年11月3日、ハワイ州ホノルル市においてホノルル
市長と町長、ホノルル市議会議長と町議会議長が協定に署
名し、友好都市の盟約を結びました。

公共施設などの整備

余目中　東屋内運動場大規模改造  ･･･2億9,535万円
断熱性向上、照明LED化、エアコン新設などを行い、統合
中学校での利用も見込んだ施設の長寿命化を図りました。

武道館整備　　　　　　　　　　  ･･･2億7,039万円
老朽化した武道館を解体し、同一敷地内での建替え工事に
着手しました。（令和9年1月オープン予定）

火葬場大規模改修　　　　　　　  ･･･1億5,513万円
断熱性向上、トイレ・エアコン改修、非常用電源装置の設
置などを行い、施設の長寿命化と機能強化を行いました。

消防・防災
防災用物資購入　　　　　　　　　　 ･･･2,123万円
避難所での生活環境改善のため、簡易ベッドや組立式トイ
レを購入しました。

【表１】特別会計、企業会計決算額

特
別
会
計

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　　引

国 民 健 康 保 険 20億7,307万円 19億7,805万円 9,502万円
後期高齢者医療保険 3億4,398万円 3億3,287万円 1,111万円
介 護 保 険 30億1,004万円 29億1,675万円 9,329万円
風 力 発 電 事 業 639万円 505万円 134万円

企
業
会
計

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　　引

水道事業会計
収益的収支 5億4,736万円 5億8,758万円 ▲4,022万円
資本的収支 1億2,827万円 2億9,830万円 ▲1億7,003万円

下水道事業会計
収益的収支 8億7,387万円 8億9,170万円 ▲1,783万円
資本的収支 6億5,829万円 6億6,500万円 ▲671万円

ガス事業会計
収益的収支 5億2,029万円 5億2,901万円 ▲872万円
資本的収支 6,730千円 1億4,350千円 ▲7,620千円

企業会計：収益的収支は税抜き、資本的収支は税込み
収益的収支：経営活動で発生する利益とそれに伴う経費
資本的収支：将来の経営活動に備えて行う建設改良費や企業債償還金などの支出とその財源となる収入
※資本的収支の不足分は内部留保資金等で補てんしました。

【表２】健全化判断比率　　　　　　（単位：％）
令和
7年度

令和
6年度

早期健全化
基準

①実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 13.81
②連結実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 18.81
③実質公債費比率※ 10.9 11.0 25.00
④将来負担比率 3.9 17.0 350.00

　町全体の財政の状況を表す数値です。これらの数値のい
ずれかが「早期健全化基準」以上となった場合は、自主的
な財政の健全化に取り組むこととなります。
①実質赤字比率
　�一般会計に赤字が出た場合に、決められた水準に対して
赤字額がどのくらいの大きさかを表すものです。

②連結実質赤字比率
　�すべての会計を対象として赤字が出た場合に、決められた水
準に対して赤字額がどのくらいの大きさかを表すものです。

③実質公債費比率
　�一般会計の地方債の償還や、公営企業への繰出金などか
ら算出した指標。借金の返済状況がどれだけ会計を圧迫
しているかを表すものです。

④将来負担比率
　�一般会計、公営企業会計、一部事務組合、公社、第三セ
クターを含めた、将来負担が見込まれる負債の大きさを
指標化したもので、将来の財政運営を圧迫する可能性を
表すものです。
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財
ざいせいけんぜんかはんだんひりつ

政健全化判断比率

※３か年平均

【表３】資金不足比率　　　　　　　（単位：％）
令和
7年度

令和
6年度

経営健全化
基準

水道事業会計 － － 20.0
下水道事業会計 － － 20.0
ガス事業会計 － － 20.0
風力発電事業特別会計 － － 20.0
※資金不足がないため、「－」で表示しています。
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